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彼
を
中
心
と
し
て
広
が
り
、
藩
医
学
校
「
好
生
館
」
に
繋
が
る
の
で
あ

る
。
彼
に
つ
い
て
も
著
者
は
、
本
誌
第
四
十
四
巻
第
三
号
（
平
成
十
年
）

に
詳
述
し
て
い
る
。

著
者
茂
春
氏
は
、
初
代
道
可
の
三
男
清
左
衛
門
（
儒
学
者
）
直
系
で
あ

る
が
、
こ
の
血
統
か
ら
も
「
相
学
提
要
」
の
著
者
中
山
（
岩
村
）
圓
平
、

新
政
府
側
の
医
師
と
し
て
、
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
た
元
朴
（
著
者
の
曾
祖

父
）
の
弟
が
い
る
。

時
代
は
下
っ
て
著
者
の
祖
父
中
山
石
庭
（
一
八
七
○
’
一
九
四
五
）
の

妻
ツ
テ
の
実
家
は
蒲
池
家
で
、
こ
の
家
系
か
ら
も
現
在
に
至
る
ま
で
多

く
の
医
家
を
生
ん
で
い
る
。
石
庭
の
長
男
は
弘
道
で
、
九
大
医
学
部
出

身
で
、
福
岡
市
で
盛
業
の
医
師
で
あ
っ
た
。
な
お
弘
道
の
長
男
和
道
は

久
留
米
大
学
第
二
外
科
の
教
授
で
あ
っ
た
。

石
庭
の
次
女
蕗
は
九
大
第
一
外
科
助
教
授
で
あ
っ
た
烏
巣
太
郎
に
嫁

し
て
い
る
。
烏
巣
家
か
ら
も
要
道
（
福
岡
県
中
間
市
立
病
院
院
長
）
、
岳
彦

（
大
分
医
大
教
授
）
が
出
て
い
る
。

こ
の
中
山
家
と
は
別
に
、
著
者
の
母
堂
の
実
家
豊
前
中
津
藩
の
晴
野

家
、
さ
ら
に
祖
先
で
繋
が
る
小
笠
原
家
、
前
述
の
蒲
池
家
、
著
者
夫
人

の
実
家
鶴
田
家
、
母
方
の
曾
祖
母
の
実
家
平
野
家
と
、
尽
き
る
こ
と
の

な
い
名
家
、
名
医
の
大
樹
の
枝
が
繁
茂
し
て
い
る
姿
が
続
く
。

筑
後
に
は
江
戸
時
代
種
痘
を
こ
の
地
方
で
実
施
し
た
緒
方
春
朔
や
、

幕
末
の
幕
府
奥
医
師
と
し
て
名
を
馳
せ
た
高
松
凌
雲
な
ど
英
明
な
医
家

が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
中
山
家
の
繁
栄
振
り
に
は
、
筆
舌
に
尽

く
し
難
い
圧
倒
的
な
叡
智
と
力
を
感
じ
る
。
日
本
全
国
に
は
医
家
の
名

「
医
学
史
探
訪
医
学
を
変
え
た
一
○
○
人
』

著
者
は
一
九
五
四
年
生
れ
の
東
京
の
開
業
医
で
あ
る
が
、
活
発
に
医

学
史
関
係
の
著
作
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
「
日
経
メ
デ
ィ
カ

ル
』
の
一
九
八
八
年
以
来
の
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
古
代
か
ら
現

代
に
至
る
欧
米
・
ア
ジ
ア
・
日
本
の
一
○
○
名
の
医
学
者
・
医
師
を
、

そ
の
業
績
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
と
く
に
欧
米
の
医
学
者
が
多

い
。
原
則
と
し
て
、
一
話
題
に
二
頁
を
充
て
、
三
～
四
枚
の
写
真
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。

門
は
数
々
あ
る
が
、
末
広
が
り
に
代
を
追
う
ご
と
に
大
き
く
な
る
家
系

は
稀
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
名
門
医
家
の
研
究
に
は
欠
か
せ

な
い
著
書
と
言
え
る
。

本
書
の
途
中
に
は
、
息
抜
き
に
著
者
が
書
い
た
、
中
山
家
に
ま
つ
わ

る
医
学
史
の
小
論
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
価
値
あ
る
読

み
物
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
中
に
は
久
留
米
市
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
「
相
学
提
要
」
が
、

現
代
語
訳
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
好
事
家
に
と
っ
て
便
利
で
あ

ろ
う
。

（
小
林
晶
）

〔
唐
津
第
一
病
院
”
唐
津
市
朝
日
町
一
○
七
一
’
四
、
電
話
○
九
五
五
’
七
二

’
二
三
九
○
、
平
成
十
一
年
十
一
月
三
十
日
、
Ｂ
６
判
、
二
七
六
頁
、
非
売
品
〕

二
宮
陸
雄
著



掲
載
さ
れ
た
写
真
に
は
、
そ
の
医
学
者
の
著
書
、
あ
る
い
は
関
係
し

た
書
籍
の
見
開
き
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
一
六
世
紀
以
後
の
そ
う
し

た
書
籍
の
大
半
が
著
者
の
二
宮
陸
雄
氏
の
所
蔵
で
あ
り
、
著
者
は
欧
米

の
古
典
医
学
書
の
秀
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
判

る
。

こ
の
本
に
収
載
さ
れ
て
い
る
医
学
者
・
医
師
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、

プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
、
ギ
ュ
イ
・
ド
・
シ
ョ
ー

㈹
リ
ア
ク
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
パ
レ
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、

０⑫
サ
ン
ト
リ
オ
・
サ
ン
ト
リ
オ
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
、
デ
カ
ル
ト
、
シ
ル
ヴ
ィ

号
ウ
ス
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
、
ハ
レ
ル
、
ハ
ン
タ
ー
、
ジ
エ
ン
ナ
ー
、
ラ
ボ

４第
ア
ジ
ェ
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
、
ビ
シ
ャ
、
ピ
ネ
ル
、
ラ
エ
ネ
ッ
ク
、
ブ

巻６
ラ
イ
ト
、
ホ
ジ
キ
ン
、
ア
ジ
ソ
ン
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
、
フ
ィ
ル
ヒ
ョ

４第
ウ
、
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
、
シ
ャ
ル
コ
ー
、
リ
ス
タ
ー
、
ブ

誌
ロ
カ
、
ピ
ル
ロ
ー
ト
、
フ
ロ
イ
ト
、
ゴ
ッ
ホ
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
、
ア
シ

ｆ郭
ョ
ツ
フ
、
ク
ッ
シ
ン
グ
、
フ
レ
ミ
ン
グ
な
ど
で
あ
る
。
代
表
的
な
欧
米

唾
医
学
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も

本
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
、
ペ
ス
ト
塔
な
ど
、
若

日

干
、
人
物
以
外
の
テ
ー
マ
で
纏
め
ら
れ
た
項
も
あ
る
。

人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
焦
点
を
あ
て
医
学
史
を
紹
介
す
る
方
法
は
、

一
般
の
読
者
に
と
っ
て
、
理
解
し
や
す
く
、
読
み
や
す
い
（
著
者
に
と
っ

て
も
、
書
き
や
す
い
）
・
ま
た
豊
富
な
、
と
く
に
現
地
で
撮
影
し
た
医
史
跡

に
関
す
る
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
医
学
史
に
興
味

を
も
と
う
と
す
る
読
者
に
と
っ
て
、
と
く
に
有
意
義
な
本
と
な
っ
て
い

３銘
る
。

あ
と
が
き
の
中
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著
者
は
こ
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
こ
の
ご
ろ
日
本
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
に
日
に
進

む
医
学
の
急
速
な
歩
み
を
追
う
こ
と
に
力
を
注
ぐ
た
め
に
、
後
を
ふ
り

返
る
医
学
史
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
い

ま
や
神
の
世
界
に
手
を
染
め
つ
つ
あ
る
現
代
医
学
の
世
界
に
新
た
に
入

っ
て
く
る
若
者
た
ち
が
、
古
典
を
知
ら
ず
、
文
学
を
読
ま
ず
、
哲
学
か

ら
遠
ざ
か
り
、
ひ
た
す
ら
実
学
の
実
利
性
に
、
埋
没
し
て
い
る
こ
と
は
、

由
々
し
き
事
態
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
。
こ
の
著
者
の
意
見
に
評
者
は

ま
っ
た
く
同
意
す
る
。
こ
う
し
た
由
々
し
き
事
態
を
少
し
で
も
良
い
ほ

う
に
向
け
る
た
め
に
、
こ
の
本
は
医
学
史
に
興
味
を
持
つ
医
師
の
裾
野

を
広
げ
る
と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

細
か
い
点
で
あ
る
が
、
若
干
気
に
な
る
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
名
前

の
表
記
方
法
は
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
一
部
、
違
和
感
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
（
プ
ー
ル
ハ
ー
ヴ

ェ
、
プ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
が
標
準
的
）
で
あ
る
。
ま
た
、
解
体
新
書
の
原
著
者

「
ク
ル
ム
ス
は
ド
イ
ツ
の
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
解
剖
学
者
」
と
あ
る
が
、
ク
ル

ム
ス
が
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
と
し
て
も
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
（
現
、
グ
ダ
ン
ス
ク
）

は
当
時
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
彼
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の

医
学
担
当
の
教
授
（
内
科
医
）
で
あ
り
「
解
剖
学
者
」
と
す
る
の
に
は
、

す
こ
し
無
理
が
あ
る
・
ま
た
こ
の
本
が
一
般
書
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、

厳
密
な
先
行
文
献
の
明
記
は
必
要
で
な
い
が
、
ペ
ス
ト
塔
の
項
で
の
村

上
陽
一
郎
氏
の
先
行
文
献
の
紹
介
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
次
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
の
病
院
が
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
は
医
神
の
名
で
、
施
設
名
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脱
子
木
敏
範
著

「
落
葉
集
」

昨
年
末
に
鹿
子
木
敏
範
氏
の
こ
の
二
冊
の
本
を
初
め
て
手
に
し
た
と

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
こ
み
上
げ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
長
く
誇
り

高
い
歴
史
を
持
つ
表
題
は
、
こ
の
著
作
集
に
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。

か
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
一
五
九
八
年
、
長
崎
で
日
本
語
の
字
典
を
刊

行
し
た
際
、
『
落
葉
集
」
の
名
を
つ
け
た
の
も
う
な
ず
け
る
。
ち
な
み
に
、

表
題
を
そ
の
ま
ま
西
洋
の
言
葉
に
訳
し
て
も
、
そ
の
詩
情
豊
か
な
響
き

が
失
わ
れ
な
い
こ
と
も
付
け
加
え
た
い
。
ま
た
、
鹿
子
木
氏
の
書
か
れ

た
も
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
日
本
の
伝
統
に
拠
っ
て
い
な
が
ら
ョ
－
ロ

ッ
パ
人
、
特
に
ド
イ
ツ
人
に
大
い
に
語
り
か
け
て
い
る
気
が
す
る
。

第
一
巻
は
六
七
五
ペ
ー
ジ
で
「
癒
し
と
時
代
の
こ
こ
ろ
」
、
第
二
巻
は

二
五
七
ペ
ー
ジ
で
「
翻
訳
・
ド
イ
ツ
語
編
」
と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
二
巻
と
も
美
し
い
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
装
丁
さ
れ
、
手
を
触
れ

る
だ
け
で
心
地
よ
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
神
殿
（
神
域
）
」
、
あ
る
い
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
イ

オ
ン
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
石
田
純
郎
）

〔
日
経
Ｂ
Ｐ
社
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
’
七
’
六
、
電
話
○
三
’
三
二

三
八
’
七
二
○
五
、
平
成
十
一
年
十
一
月
一
日
、
Ｂ
５
判
、
二
三
○
頁
、
本
体

価
格
二
、
八
○
○
円
〕

鹿
子
木
氏
の
執
筆
活
動
は
実
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
第
一
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る
三
○
の
論
文
は
精
神
医
学
、
医
史
学
、
文
学
（
病

跡
）
、
文
学
（
そ
の
他
）
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
論
文
の
他
に
は
一
四
の

「
コ
ラ
ム
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
最
も
初
期
の
論
文
は
昭
和
四
一
年
の

も
の
で
、
最
新
の
も
の
は
六
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
の

論
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
筆
者
が

興
味
を
持
っ
た
点
を
中
心
に
、
本
書
の
豊
富
な
内
容
を
概
観
し
て
み
た

い
Ｏ

ま
ず
面
白
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
す
ば
ら
し
い
作
品
の
い
く
つ
か
が
、

独
特
の
経
験
や
観
察
を
も
と
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
偉
大
な
精
神
科
医
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ネ
ル
（
里
葺
弓
の
国
口
座
）

の
生
涯
と
業
績
を
詳
細
に
追
究
し
た
論
文
は
、
一
九
六
一
年
、
サ
ル
ペ

ト
リ
エ
ー
ル
病
院
の
古
い
講
義
室
の
絵
に
出
会
っ
た
と
き
の
感
激
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次
に
目
に
す
る
「
日
本
人
の
精
神
的
伝

統
」
に
関
す
る
考
察
は
、
鹿
子
木
氏
に
よ
る
と
、
「
日
本
人
の
罪
の
意

識
を
調
べ
て
い
た
時
の
副
産
物
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
か

っ
て
世
界
を
席
巻
し
、
ョ
１
ロ
ッ
パ
を
も
巻
き
込
ん
だ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

人
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
ブ
ー
ム
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た

が
、
当
時
の
世
相
を
反
映
し
て
い
る
「
超
感
覚
考
」
は
、
今
日
再
浮
上

し
た
超
能
力
ブ
ー
ム
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
興
味
深
い
。

文
学
者
に
大
い
に
刺
激
を
与
え
る
「
文
章
の
心
理
と
病
理
」
は
、
六

○
・
七
○
年
代
に
ド
イ
ツ
で
盛
ん
だ
っ
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
論
争
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
。
「
テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
教
授
と
の
二
日
間
」
の
中
の
夕
暮
れ
の

雰
囲
気
の
描
写
に
は
、
繊
細
で
几
帳
面
な
「
マ
ン
ハ
イ
ム
観
察
者
」
と


